
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】生体内画像化装置およびシステムを提供する。

【解決手段】装置は、少なくとも１つの画像センサと、

複数の硬質の区域および複数の軟質の区域を有する回路

基板とを含む。センサは、ＰＨセンサ、温度センサ及び

圧力センサを含む群から選択され、照明源、電源、セン

サ、プロセッサ送信機またはこれらの組み合わせを含む

ぐんから選択される少なくとも一つの構成要素を含み、

画像センサは、回路基板の硬質の区域上に配置される。

回路基板は、生体内センシングのために構成されるハウ

ジングへ折り畳まれ得る。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 硬 質 の 区 域 と 複 数 の 軟 質 の 区 域 と を 有 す る 回 路 基 板 を 含 む 、 生 体 内 セ ン シ ン グ 装
置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 さ ら に セ ン サ を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 セ ン サ は 画 像 セ ン サ で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 セ ン サ は 、 ｐ Ｈ セ ン サ 、 温 度 セ ン サ お よ び 圧 力 セ ン サ を 含 む 群 か ら 選 択 さ れ る 、 請
求 項 ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 さ ら に 送 信 機 を 含 む 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 照 明 源 、 電 源 、 セ ン サ 、 プ ロ セ ッ サ 、 送 信 機 ま た は こ れ ら の 組 合 せ を 含 む 群 か ら 選 択 さ
れ る 少 な く と も １ つ の 構 成 要 素 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 少 な く と も １ つ の 構 成 要 素 は 、 前 記 回 路 基 板 の 少 な く と も １ つ の 硬 質 の 区 域 上 に 配 置 さ
れ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 セ ン サ は 、 前 記 回 路 基 板 の 硬 質 の 区 域 上 に 配 置 さ れ 、 前 記 送 信 機 は 、 前 記 回 路 基 板
の 別 の 硬 質 の 区 域 上 に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 硬 質 の 区 域 は 、 前 記 軟 質 の 区 域 と 交 互 に あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 回 路 基 板 は 、 前 記 回 路 基 板 の 前 記 硬 質 の 区 域 が 垂 直 に 積 み 重 ね ら れ る よ う に 折 り 畳
ま れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 発 明 の 分 野
　 こ の 発 明 は 、 た と え ば 消 化 管 を 画 像 化 す る た め の 生 体 内 画 像 化 装 置 お よ び シ ス テ ム に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 発 明 の 背 景
　 生 体 内 画 像 化 は 生 体 内 イ メ ー ジ ャ の 使 用 を 含 み 得 、 そ こ か ら 画 像 デ ー タ が 外 部 の 受 信 シ
ス テ ム に 伝 送 さ れ 得 る 。 た と え ば 、 画 像 セ ン サ と 、 画 像 デ ー タ を 伝 送 す る た め の 送 信 機 と
を 含 む 経 口 摂 取 可 能 な カ プ セ ル が 、 胃 腸 （ Ｇ Ｉ ） 管 を 画 像 化 す る た め に 用 い ら れ 得 る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 い く つ か の 経 口 摂 取 可 能 な カ プ セ ル に お い て は 、 カ プ セ ル 内 の 電 子 構 成 要 素 が い く つ か
の 基 板 上 に 構 成 さ れ 得 、 カ プ セ ル の 種 々 の 構 成 要 素 、 た と え ば 画 像 セ ン サ 、 典 型 的 に は シ
リ コ ン チ ッ プ を 含 む 各 基 板 が １ つ の 基 板 上 に 位 置 決 め さ れ 得 る の に 対 し て 、 送 信 機 は 、 別
個 の プ リ ン ト 回 路 基 板 （ Ｐ Ｃ Ｂ ） 上 に 位 置 決 め さ れ 得 る 。 場 合 に よ っ て は 、 基 板 は カ プ セ
ル の 軸 に 沿 っ て 整 列 し 、 複 数 の ワ イ ヤ に よ っ て 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 ワ イ ヤ に よ っ て 接 続
さ れ る い く つ か の 基 板 を 有 す る カ プ セ ル の ア セ ン ブ リ は 複 雑 で あ る 可 能 性 が あ り 、 た と え
ば 、 大 規 模 な 生 産 を 妨 げ る お そ れ が あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 発 明 の 概 要
　 し た が っ て 、 こ の 発 明 は 、 い く つ か の 実 施 例 に 従 っ て 、 複 数 の 硬 質 の 区 域 と 複 数 の 軟 質
の 区 域 と を 有 す る 回 路 基 板 を 含 む 生 体 内 セ ン シ ン グ 装 置 を 提 供 す る 。 一 実 施 例 に 従 っ て 、
硬 質 の 区 域 と 軟 質 の 区 域 と は 交 互 に あ る 。 随 意 に は 、 生 体 内 セ ン シ ン グ 装 置 は 、 少 な く と
も 画 像 セ ン サ を 含 み 得 る 。 別 の 実 施 例 に 従 っ て 、 こ の 装 置 は ま た 、 画 像 化 カ メ ラ な ど の セ
ン サ か ら 受 信 シ ス テ ム へ 信 号 を 伝 送 す る た め の 送 信 機 を 含 み 得 る 。 一 実 施 例 で は 、 装 置 に
お け る 画 像 セ ン サ お よ び 送 信 機 な ど の さ ま ざ ま な 構 成 要 素 が 、 別 々 の 硬 質 回 路 基 板 区 域 上
に 配 置 さ れ る 。 好 ま し く は 、 回 路 基 板 は 折 り 畳 ま れ 、 積 み 重 ね ら れ た 垂 直 の 態 様 で 構 成 さ
れ る 。 さ ら に 他 の 実 施 例 で は 、 さ ま ざ ま な 硬 質 の 部 分 が 、 ば ね な ど の 垂 直 な 連 結 具 に よ っ
て 接 続 さ れ 得 る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 は 、 添 付 の 図 面 に 関 連 し て 、 以 下 の 詳 細 な 説 明 か ら 、 よ り 十 分 に 理 解 お よ び 認
識 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 発 明 の 詳 細 な 説 明
　 以 下 の 説 明 で は 、 こ の 発 明 の さ ま ざ ま な 局 面 が 記 載 さ れ る 。 説 明 の た め に 、 特 定 の 構 成
お よ び 詳 細 が 、 こ の 発 明 を 完 全 に 理 解 で き る よ う に す る た め に 述 べ ら れ る 。 し か し な が ら
、 こ の 明 細 書 中 に 提 示 さ れ る 特 定 の 詳 細 な し に こ の 発 明 が 実 施 さ れ 得 る こ と も 当 業 者 に は
明 ら か で あ る 。 さ ら に 、 周 知 の 特 徴 は 、 こ の 発 明 を 不 明 瞭 に し な い た め に 省 か れ る か ま た
は 簡 略 化 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 の シ ス テ ム お よ び 方 法 は 、 Ｗ Ｏ 　 ０ １ ／ ６ ５ ９ ９ ５ に 記 載 さ れ る よ う な 画 像 化
シ ス テ ム と と も に 用 い る こ と が で き る 。 こ の 発 明 の シ ス テ ム お よ び 方 法 を 用 い 得 る 画 像 化
シ ス テ ム の さ ら な る 例 が 、 イ ダ ン （ Iddan） 他 に よ る 米 国 特 許 第 ５ ， ６ ０ ４ ， ５ ３ １ 号 に
記 載 さ れ る 。 こ れ ら の 公 報 は と も に 、 こ の 出 願 の 共 通 の 譲 受 人 に 譲 渡 さ れ 、 引 用 に よ り こ
の 明 細 書 中 に 援 用 さ れ る 。 代 替 的 に は 、 こ の 発 明 の シ ス テ ム は 、 体 内 腔 ま た は 空 洞 の 画 像
を も た ら す い ず れ の 好 適 な 画 像 化 装 置 に お い て も 利 用 さ れ 得 る 。 た と え ば 、 こ の 発 明 の 実
施 例 に 従 っ た 回 路 基 板 は 、 内 視 鏡 な ど の 、 生 体 内 画 像 化 の た め に 用 い ら れ る 探 針 に お い て
利 用 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ こ で 図 １ を 参 照 し て 、 こ の 発 明 の 一 実 施 例 に 従 っ た 生 体 内 画 像 化 装 置 が 概 略 的 に 示 さ
れ る 。 装 置 １ ０ は 、 典 型 的 に は 、 Ｇ Ｉ 管 な ど の 体 内 腔 の 内 部 か ら 画 像 を 得 る た め の 光 学 窓
２ １ と 画 像 化 シ ス テ ム と を 含 む 。 画 像 化 シ ス テ ム は 、 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ な ど の 照 明 源 ２ ３ と 、 画
像 を 検 出 す る Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 画 像 化 カ メ ラ ２ ４ と 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 画 像 セ ン サ ２ ４ に 画 像 の 焦 点 を 合 わ
せ る 光 学 シ ス テ ム ２ ２ と を 含 む 。 照 明 源 ２ ３ は 、 光 学 窓 ２ １ を 介 し て 体 内 腔 の 内 側 部 分 を
照 ら す 。 装 置 １ ０ は さ ら に 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 画 像 セ ン サ ２ ４ か ら 画 像 信 号 を 伝 送 す る た め の 送 信
機 ２ ６ お よ び ア ン テ ナ ２ ７ 、 な ら び に 装 置 １ ０ の 電 気 的 要 素 に 電 力 を 供 給 す る 酸 化 銀 電 池
な ど の 電 源 ２ ５ を 含 む 。 好 適 な Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 画 像 セ ン サ ２ ４ は 、 た と え ば 「 カ メ ラ ・ オ ン ・ チ
ッ プ （ camera on a chip） 」 タ イ プ の Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ メ ー ジ ャ で あ り 、 こ れ は 、 イ ス ラ エ ル 、
ヨ ク ニ ア ム の ギ ブ ン ・ イ メ ー ジ ン グ ・ リ ミ テ ッ ド （ Given Imaging Ltd.） に よ っ て 特 定 さ
れ 、 米 国 、 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 の フ ォ ト ビ ッ ト ・ コ ー ポ レ イ シ ョ ン （ Photobit Corporation
） に よ っ て 設 計 さ れ る 。 単 一 の チ ッ プ カ メ ラ は 、 白 黒 ま た は カ ラ ー の 信 号 の い ず れ も 供 給
す る こ と が で き る 。 好 適 な 送 信 機 は 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 画 像 化 カ メ ラ か ら （ デ ジ タ ル ま た は ア ナ ロ
グ の ） 画 像 信 号 を 受 取 る 変 調 器 、 高 周 波 （ Ｒ Ｆ ） 増 幅 器 、 イ ン ピ ー ダ ン ス 整 合 器 お よ び ア
ン テ ナ を 含 み 得 る 。 た と え ば 画 像 デ ー タ を 処 理 す る た め の プ ロ セ ッ サ を 装 置 に 含 み 得 る 。
プ ロ セ ッ サ ま た は 処 理 回 路 を セ ン サ ま た は 送 信 機 に 組 込 み 得 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 装 置 １ ０ は 、 カ プ セ ル の 形 状 で あ り 、 Ｇ Ｉ 管 を 画 像 化 す る た め の 自 律 的 な 内 視 鏡 と し て
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動 作 可 能 で あ る 。 し か し な が ら 、 内 視 鏡 、 カ テ ー テ ル 、 ス テ ン ト 、 針 な ど に 組 込 む べ く 設
計 さ れ た よ う な 他 の 装 置 も ま た 、 こ の 発 明 の 実 施 例 に 従 っ て 用 い る こ と が で き る 。 さ ら に
、 装 置 １ ０ は 、 上 述 の 要 素 す べ て を 含 む 必 要 は な い 。 た と え ば 、 装 置 １ ０ は 内 部 光 源 ま た
は 内 部 電 源 を 含 む 必 要 が な く 、 照 明 お よ び ／ ま た は 電 力 は 、 当 該 技 術 に お い て 公 知 で あ る
よ う に 、 外 部 の 源 か ら 供 給 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 発 明 の 一 実 施 例 に 従 っ て 、 装 置 １ ０ の さ ま ざ ま な 構 成 要 素 が 、 硬 質 部 分 お よ び 軟 質
部 分 を 含 む 回 路 基 板 上 に 配 置 さ れ る 。 好 ま し く は 、 こ れ ら 構 成 要 素 は 、 積 み 重 ね ら れ た 垂
直 の 態 様 で 構 成 さ れ る 。 た と え ば 、 回 路 基 板 の １ つ の 硬 質 部 分 ３ １ は 、 送 信 機 お よ び ア ン
テ ナ を 保 持 し 得 る 。 好 ま し く は 、 ア ン テ ナ は 、 カ プ セ ル に お け る 金 属 ま た は 他 の 構 成 要 素
に よ っ て 信 号 が 遮 ら れ な い よ う に 、 カ プ セ ル の 一 方 の 端 部 に あ る 。 回 路 基 板 の 別 の 硬 質 部
分 ３ ３ は 、 一 方 側 に Ｌ Ｅ Ｄ ２ ３ 照 明 シ ス テ ム と イ メ ー ジ ャ ２ ４ と を 含 み 、 こ の 硬 質 部 分 ３
３ の 他 方 側 に は 電 池 ２ ５ 接 点 を 含 む 。 電 池 接 点 は 好 ま し く は ば ね で あ り 、 こ れ は 後 に 記 載
さ れ る 。 回 路 基 板 の 別 の 硬 質 部 分 ３ ５ は 、 別 の 電 池 接 点 を 含 む 。 回 路 基 板 の 各 硬 質 部 分 は
、 回 路 基 板 の 軟 質 の 連 結 部 分 （ た と え ば 、 ３ ２ お よ び ３ ２ ′ ） に よ っ て 回 路 基 板 の 別 の 硬
質 部 分 に 接 続 さ れ る 。 好 ま し く は 、 回 路 基 板 の 各 硬 質 部 分 は ２ つ の 硬 質 の 区 域 を 含 み 、 硬
質 の 基 板 を 接 続 す る た め の 回 路 基 板 の 軟 質 の 連 結 部 分 が 、 こ れ ら 硬 質 の 区 域 の 間 に 挟 ま れ
る 。 代 替 的 な 実 施 例 で は 、 構 成 要 素 の 他 の 構 成 は 、 軟 質 部 分 に よ っ て 接 続 さ れ る 硬 質 部 分
を 有 す る 回 路 基 板 上 に 配 置 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 代 替 的 な 実 施 例 で は 、 硬 質 部 分 お よ び 軟 質 部 分 を 有 す る 回 路 基 板 を 用 い て 、 酸 性 度 （ ｐ
Ｈ セ ン サ を 有 す る ） 、 温 度 ま た は 圧 力 を 測 定 す る 嚥 下 可 能 な カ プ セ ル な ど の 他 の 生 体 内 セ
ン シ ン グ 装 置 に お い て 、 ま た は 上 述 以 外 の 構 成 要 素 を 有 す る 嚥 下 可 能 な 画 像 化 カ プ セ ル に
お い て 、 構 成 要 素 を 構 成 お よ び 保 持 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 好 ま し く は 、 各 々 の 軟 質 の 連 結 部 分 は 、 厚 さ が 、 ４ ／ １ ０ ０ ０ イ ン チ （ ４ ミ ル ） 以 下 で
あ る 。 好 ま し く は 、 （ 構 成 要 素 が 上 に 装 着 さ れ る ） 基 板 の 硬 質 部 分 の 外 側 部 分 か ら 、 硬 質
部 分 の 内 側 へ 、 そ し て 内 部 に 含 ま れ る 軟 質 部 分 へ 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 こ れ は 、 外 側 部 分 か
ら 軟 質 部 分 へ 通 ず る 小 さ な （ 直 径 が ４ ミ ル 以 下 の ） 孔 、 す な わ ち マ イ ク ロ ビ ア を 通 っ て 接
続 さ れ る 。 好 ま し く は 、 マ イ ク ロ ビ ア は 、 レ ー ザ を 用 い て 作 ら れ る 。 こ の よ う な 軟 質 の 連
結 具 お よ び マ イ ク ロ ビ ア の 技 術 を 提 供 す る 会 社 は 、 イ ス ラ エ ル 、 ペ タ チ ・ テ ィ ク バ の エ ル
テ ッ ク （ Eltech） お よ び ド イ ツ の イ ル フ ァ （ Ilfa） で あ る 。 代 替 的 な 実 施 例 で は 、 他 の 種
類 の 硬 質 の 区 域 お よ び 軟 質 の 区 域 を 用 い て 、 回 路 基 板 を 作 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 回 路 基 板 は 、 た と え ば 、 図 ２ Ａ お よ び 図 ２ Ｂ に 示 さ れ る よ う に 折 り 畳 む こ と が で き る 。
折 り 畳 ま れ る と 、 電 池 接 点 は 、 ２ つ の 硬 質 の 回 路 基 板 部 分 の 間 に 挟 ま れ る １ つ 以 上 の 電 池
の 組 に 接 触 す る 。 回 路 基 板 は さ ま ざ ま な 態 様 で 折 り 畳 ま れ 得 る 。 た と え ば 、 図 ２ Ａ に は 、
こ の 発 明 の 一 実 施 例 に 従 っ て 、 硬 質 部 分 ３ １ 、 ３ ５ お よ び ３ ３ と 交 互 に あ る 軟 質 部 分 ３ ２
お よ び ３ ２ ′ と で も っ て 「 Ｓ 」 と 構 成 さ れ た 回 路 基 板 が 概 略 的 に 示 さ れ る 。 電 池 ２ ５ の 組
は 、 Ｓ の １ つ の 突 出 部 ３ ８ の 中 に 挟 ま れ 得 る 。 別 の 構 成 が 、 こ の 発 明 の 一 実 施 例 に 従 っ て
図 ２ Ｂ に 概 略 的 に 示 さ れ る 。 こ の 発 明 の 一 実 施 例 に 従 っ た 回 路 基 板 は 、 硬 質 部 分 ３ １ 、 ３
５ お よ び ３ ３ と 交 互 に あ る 軟 質 部 分 ３ ４ お よ び ３ ４ ′ と を 用 い た 「 ６ 」 の 形 状 で あ り 得 る
。 電 池 ２ ５ の 組 は 、 「 ６ 」 の 閉 じ ら れ た 構 成 ３ ８ ′ に お い て 位 置 決 め さ れ 得 る 。 他 の 構 成
も 可 能 で あ る 。 代 替 的 な 実 施 例 で は 、 電 池 が 異 な っ た 態 様 で 接 続 さ れ 得 る か 、 ま た は こ れ
を 使 用 す る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 好 ま し く は 、 軟 質 の 区 域 は 、 カ プ セ ル の 寸 法 を 考 慮 す る と 、 湾 曲 部 の 口 径 の 半 径 に 応 じ
て 非 常 に 薄 い も の で な く て は な ら な い 。 ま た 、 構 成 要 素 間 、 た と え ば 電 池 の 組 と カ プ セ ル
の 側 部 と の 間 に 軟 質 の 区 域 を 配 置 し 得 る よ う に す る た め に も 、 非 常 に 薄 い も の で な く て は
な ら な い 。 好 ま し く は 、 湾 曲 部 の 半 径 は 、 厚 さ の ６ 倍 ま た は １ ０ 倍 を 超 え る も の で あ る べ
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き で あ る 。 代 替 的 な 実 施 例 で は 、 硬 質 の 基 板 お よ び 軟 質 の 連 結 具 が 他 の 寸 法 で あ っ て も よ
い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 実 施 例 で は 、 回 路 基 板 の 硬 質 部 分 は 、 い か な る 種 類 の 公 知 の 材 料 を も 含 み 得 る 。 好 ま
し く は 、 Ｆ Ｒ ４ の フ レ キ シ ガ ラ ス （ flexiglass） を 用 い る 。 軟 質 部 分 は 、 い か な る 種 類 の
公 知 の 材 料 を も 含 み 得 る 。 好 ま し く は 、 デ ュ ポ ン （ DuPont） に よ る カ プ ト ン （ 登 録 商 標 ）
（ Kapton T M ） を 用 い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ を 参 照 し て 、 こ の 発 明 の 一 実 施 例 の 別 の 図 が 概 略 的 に 示 さ れ る 。 一 実 施 例 に 従 っ て
、 回 路 基 板 の 硬 質 部 分 の 間 に 垂 直 な 物 理 的 お よ び 電 気 的 接 続 が な さ れ 得 る 。 た と え ば 、 （
好 ま し く は 、 輪 の 形 状 で あ る ） Ｌ Ｅ Ｄ ２ ３ を 保 持 す る 硬 質 部 分 ５ １ は 、 軟 質 部 分 ５ ７ に よ
っ て 接 続 さ れ て い る こ と を 除 い て は 、 別 の 硬 質 部 分 に 物 理 的 か つ 電 気 的 に 接 続 さ れ 得 る 。
一 実 施 例 で は 、 小 型 の ば ね ５ ６ を 用 い て 、 １ つ の 回 路 硬 質 部 分 ５ ３ か ら 、 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ３ を 保
持 す る 硬 質 部 分 ５ １ へ 電 源 を 接 続 す る 。 こ の よ う な ば ね ５ ６ は ２ つ の 機 能 を 有 す る 。 す な
わ ち 、 ２ つ の 硬 質 部 分 （ た と え ば 、 ５ １ お よ び ５ ３ ） を 機 械 的 に 接 続 す る こ と と 、 ま た 、
２ つ の 硬 質 部 分 の 間 に 電 流 を 伝 え る こ と と で あ る 。 好 ま し く は 、 こ れ ら ば ね が ２ つ の 硬 質
部 分 に 接 着 さ れ 、 電 流 が ２ つ の 硬 質 部 分 の 間 に 流 れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 加 え て 、 垂 直 な 接 続 が 、 ば ね ５ ８ に よ っ て 電 池 ２ ５ の 組 と ２ つ の 硬 質 部 分 と の 間 に な さ
れ る 。 各 々 の 接 点 ば ね ５ ８ は 、 好 ま し く は 円 錐 形 の ば ね で あ る の で 、 縮 む と 、 ば ね の 各 々
の 輪 ま た は コ イ ル が 、 よ り 大 き く 周 り を 取 巻 く コ イ ル に 入 る こ と が 可 能 と な る 。 し た が っ
て 、 完 全 に 縮 め ら れ る と 、 ば ね の 最 終 的 な 厚 さ は 、 導 線 の 単 一 の 輪 の 厚 さ と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 発 明 の 一 実 施 例 に 従 っ て 、 生 体 内 セ ン サ の 製 造 の た め の 方 法 も 提 供 さ れ る 。 こ の 方
法 は 、 複 数 の 硬 質 の 区 域 お よ び 複 数 の 軟 質 の 区 域 を 有 す る 回 路 基 板 の 硬 質 の 区 域 上 に 少 な
く と も セ ン サ を 配 置 す る ス テ ッ プ と 、 生 体 内 セ ン シ ン グ の た め に 構 成 さ れ た ハ ウ ジ ン グ へ
回 路 基 板 を 折 り 畳 む ス テ ッ プ と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 発 明 が 、 こ こ で 特 に 図 示 お よ び 記 載 さ れ て い る も の に 限 定 さ れ な い こ と を 当 業 者 は
理 解 す る だ ろ う 。 こ の 発 明 の 範 囲 で は な く 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て の み 規 定 さ れ
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 一 実 施 例 に 従 っ た 生 体 内 画 像 化 装 置 を 概 略 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ Ａ 】 こ の 発 明 の ２ つ の 実 施 例 に 従 っ た 回 路 基 板 の 可 能 な 折 り 畳 み を 概 略 的 に 示 す 図
で あ る 。
【 図 ２ Ｂ 】 こ の 発 明 の ２ つ の 実 施 例 に 従 っ た 回 路 基 板 の 可 能 な 折 り 畳 み を 概 略 的 に 示 す 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 に 従 っ た 生 体 内 画 像 化 装 置 を 概 略 的 に 示 す 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ Ａ 】

【 図 ２ Ｂ 】 【 図 ３ 】

(6) JP 2006-297119 A 2006.11.2



フロントページの続き

(74)代理人  100109162
            弁理士　酒井　將行
(72)発明者  アブニ，ドブ
            イスラエル、３４５２５　ハイファ、スコット・ストリート、７
Ｆターム(参考) 4C038 CC03  CC06  CC09  CC10 
　　　　 　　  4C061 JJ06  UU06 
　　　　 　　  4C117 XA01  XB01  XC19  XE23  XE27 

(7) JP 2006-297119 A 2006.11.2



专利名称(译) 体内传感装置配备有具有刚性区域和柔软区域的电路板

公开(公告)号 JP2006297119A 公开(公告)日 2006-11-02

申请号 JP2006160087 申请日 2006-06-08

[标]申请(专利权)人(译) 基文影像公司

申请(专利权)人(译) 由于成像Rimitetsudo

[标]发明人 アブニドブ

发明人 アブニ,ドブ

IPC分类号 A61B1/00 A61B5/07 A61B5/01 A61B5/00 A61B1/04 A61B1/05 H05K1/00 H05K1/18

CPC分类号 A61B5/0031 A61B1/041 H05K1/189 H05K3/3436 H05K2201/10151 Y02P70/613

FI分类号 A61B1/00.320.B A61B5/07.100 A61B5/00.101.H A61B5/00.101.M A61B1/00.610 A61B5/01.250

F-TERM分类号 4C038/CC03 4C038/CC06 4C038/CC09 4C038/CC10 4C061/JJ06 4C061/UU06 4C117/XA01 4C117
/XB01 4C117/XC19 4C117/XE23 4C117/XE27 4C161/DD07 4C161/FF14 4C161/JJ06 4C161/UU06

代理人(译) 森田俊夫
堀井裕
酒井 将行

优先权 60/298387 2001-06-18 US

其他公开文献 JP4751772B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

提供了一种体内成像设备和系统。 该设备包括至少一个图像传感器和具
有多个硬区域和多个软区域的电路板。 传感器包括从包括PH传感器，温
度传感器和压力传感器的组中选择的至少一个组件，以及从光源，电
源，传感器，处理器发送器或其组合中选择的至少一个组件，其中图像
传感器是 ，位于电路板的刚性区域。 可以将电路板折叠到配置用于体内
感测的壳体中。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/60313305-33ce-42cc-895a-ef591b42eeb6
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/023150276/publication/JP2006297119A?q=JP2006297119A

